
ン ネ ル が ち ょ う ど 基 礎 調 査に 着 手 し た 時 期 で し た 。 上曽 ト ン ネ ル は 既 に 調 査 や 検討 も 進 ん で お り 、 い つ 始 まる の か と い っ た 雰 囲 気 で した 。 北 沢 峠 区 間 に つ い ては 、 国 道 ４ ６ １ 号 改 良 計 画の 中 で 、 ト ン ネ ル 構 想 に つい て 話 し 合 っ て い た 程 度 でし た 。　
ト ン ネ ル の 事 業 化 で 最 も

ネ ッ ク と な る の は 、 事 業 費だ と 思 い ま す 。 当 時 も 、 ２車 線 の 山 岳 ト ン ネ ル は １ ㎞当 た り

3 0億 円 か か る と 言 わ

れ て い ま し た 。 そ の う え ト

ン ネ ル の 掘 削 は 、

2 4時 間 作

業 が 出 来 る た め 進 捗 も 早く 、 年 間 数 十 億 円 の 予 算 を続 け て 確 保 す る 必 要 が あ るな ど 、 事 業 化 は か な り ハ ード ル が 高 い と 感 じ て い ま した 。　
朝 日 ト ン ネ ル は 、 土 浦 市

と 石 岡 市 が 合 併 特 例 債 と 県の 「 合 併 市 町 村 幹 線 道 路 緊急 整 備 支 援 事 業 」  を 活 用 し 、市 事 業 と し て 進 め る と い う決 断 を し た こ と か ら 、 最 も早 く 事 業 化 に た ど り 着 き まし た 。　
平 成

2 3年 度 に 土 浦 土 木 事

務 所 へ 異 動 と な っ た 私 は 、朝 日 ト ン ネ ル を 引 き 継 ぎ 、開 通 ま で 担 当 し ま し た 。

2 4

時 間 続 く 掘 削 工 事 、 貫 通 イベ ン ト 、 多 種 に わ た る 設 備工 事 の 発 注 や 工 事 間 調 整 、開 通 に 向 け て の 警 察 や 消 防と の 協 議 や 訓 練 な ど 、 ト ンネ ル の 整 備 な ら で は の 仕 事に 四 苦 八 苦 し て お り ま した 。 し か し 、 担 当 者 み ん なが 日 夜 な く 頑 張 っ て く れ たこ と で 、 ト ン ネ ル 本 体 工 事に 着 手 し て ３ 年 足 ら ず の 平成

2 4年

1 1月 、 無 事 開 通 を 迎

え ら れ ま し た 。 工 事 は か なり の 速 さ で 進 み ま し た が 、事 業 期 間 全 体 と し て は 調 査開 始 か ら

1 7年 目 で の 完 成 で

し た 。　
開 通 後 、 地 元 の 方 々 に 朝

日 ト ン ネ ル に つ い て 聞 く 機会 が あ り ま し た 。  「 つ く ばエ ク ス プ レ ス が 利 用 し や す

　
私 が 道 路 建 設 課 に 転 勤 し

て き た 頃 、 筑 波 山 系 の ２ つ　
茨 城 県 で は 、 こ の

1 5年 の

間 に 長 さ １ ５ ０ ０ ｍ を 超 える ト ン ネ ル ３ 本 を 手 掛 け てき ま し た 。 幸 運 に も 、 私 はこ の ３ 本 に そ れ ぞ れ 異 な る段 階 で 関 わ ら せ て い た だ きま し た 。　
ま ず 、 道 路 建 設 課 で 県 単

事 業 を 担 当 し て い た 平 成 ８年 頃 の 状 況 で す が 、 朝 日 ト

と い う こ と に な り ま し た 。　
こ う し て 平 成

1 8年 （ ２ ０

０ ６ 年 ）  、 ア プ ロ ー チ も 含め 事 業 化 さ れ 、  平 成

2 4年  （ ２

０ １ ２ 年 ） に 開 通 と な り まし た 。 延 長 １ ７ ８ ４ ｍ の 長大 ト ン ネ ル で す 。 朝 日 峠 を越 え る た め の 走 行 時 間 は

1 0

分 以 上 短 縮 さ れ 、 安 全 性 や利 便 性 が 大 幅 に 向 上 し た ので す 。 な お 、 こ の 路 線 は 現在 、 県 道 石 岡 つ く ば 線 とな っ て お り ま す 。　
次 に 上 曽 ト ン ネ ル で す 。

主 要 地 方 道 石 岡 筑 西 線 の 石岡 市 上 曽 か ら 桜 川 市 真 壁 町山 尾 を 結 ぶ 、 延 長 ３ ５ ３ ８ｍ の ト ン ネ ル で す 。 現 在 工事 中 で 、 先 般 貫 通 式 が 行 われ 、 ２ ０ ２ ５ 年 に 完 成 予 定と の こ と で す 。 こ れ が 完 成す る と 、 県 内 最 長 の ト ン ネル と な り 、 上 曽 峠 の 交 通 の難 所 が 解 決 さ れ る の で す 。　
こ の ト ン ネ ル は 、 平 成 ２

年 （ １ ９ ９ ０ 年 ） か ら 調 査を 開 始 し 、 平 成 ７ 年 （ １ ９９ ５ 年 ） に ル ー ト が 決 定 され 、  事 業 化 さ れ ま し た 。  ル ート に つ い て は 、 中 腹 ま で 現道 を 改 良 し ト ン ネ ル 延 長 を短 く す る 案 や 、 大 幅 に 迂 回

す 。 ど ち ら の 峠 も 急勾 配 、 急 カ ー ブ で 、冬 期 の 路 面 凍 結 に よる 交 通 止 め の 問 題 等も 発 生 し て い た の です 。 ど う に か な ら ない か と 、 毎 回 の よ うに 議 会 で の 質 問 な ども あ り ま し た 。 こ の解 決 策 と し て 、 朝 日ト ン ネ ル 、 上 曽 ト ンネ ル の 計 画 が 生 ま れた の で す 。　
ま ず 、 朝 日 ト ン ネ

ル の こ と か ら お 話 し ま す 。平 成 ８ 年 （ １ ９ ９ ６ 年 ） から 交 通 量 調 査 や 概 略 ル ー トの 検 討 、 基 本 的 な 調 査 な どは 実 施 し て お り ま し た が 、筑 波 山 の 南 東 に あ る 朝 日 峠越 え の フ ル ー ツ ラ イ ン は 、土 木 部 所 管 の 道 路 で は なか っ た の で 、 整 備 の た め の条 件 整 備 が な か な か で き ませ ん で し た 。 紆 余 曲 折 あ りま し た が 、 結 果 的 に は 土 浦市 、 石 岡 市 の 市 道 と し て 計画 、 事 業 化 し 、 ト ン ネ ル 建設 は 県 が 受 託 し て 施 工 す る

す る 案 な ど 何 案 も 検 討 し 、現 在 の 案 に な っ た の で す 。　
取 付 部 の 用 地 買 収 に 着

手 、 一 部 工 事 も 施 工 し ま した が 、 事 業 費 が 大 き い こ とも あ り 本 体 工 事 に は な か なか 着 手 で き ま せ ん で し た 。　
そ の 後 、 石 岡 市 と 桜 川 市

の 合 併 特 例 債 を つ か っ た 事業 で 、 県 が ト ン ネ ル 本 体 工事 を 受 託 す る こ と と な り 、ト ン ネ ル 工 事 に 着 手 で き た

の は 令 和 に 入 っ て か ら で した 。　
一 方 、 県 北 で は 令 和 ３ 年1 0月 、 北 沢 ト ン ネ ル が 開 通

し ま し た 。 常 陸 太 田 市 の 下高 倉 町 か ら 折 橋 町 を つ なぐ 、 国 道 ４ ６ １ 号 の 延 長 １５ ８ １ ｍ の ト ン ネ ル で す 。普 通 車 の す れ 違 い も 難 しく 、 大 型 車 が 通 行 不 能 だ った 狭 あ い 区 間 が や っ と 解 消さ れ た の で す 。 我 々 が 肋 骨設 課 長 （ 当 時 ） に も 加 わ って い た だ き 、 議 論 を 重 ね 、安 全 性 や 利 便 性 、 そ し て 事業 ス ピ ー ド を 考 慮 し て ト ンネ ル 区 間 を 最 大 限 長 く する 、 北 沢 ト ン ネ ル 計 画 を 決定 し ま し た 。　
そ れ か ら 丸 ６ 年 の 間 、 調

査 、 測 量 、 設 計 、 用 地 買収 、 そ し て ト ン ネ ル 本 体 工事 や 取 付 道 工 事 を 短 期 間 でこ な し て い っ た 県 の 担 当者 、 関 係 者 の 皆 さ ん の 奮 闘に よ り 、 令 和 ３ 年

1 0月 に 北

沢 ト ン ネ ル が 無 事 完 成 し まし た 。 開 通 後 の 利 用 状 況 を見 聞 き し 、 大 震 災 か ら の 復興 、 そ し て 県 北 振 興 に 大 きく 寄 与 出 来 た と 確 信 し て いま す 。　
上 曽 ト ン ネ ル は 早 く か ら

計 画 さ れ て い た も の の 、 延長 が 約 ３ ・ ５ ㎞ と 朝 日 ト ンネ ル の 倍 近 い 長 さ で あ っ たた め 、 事 業 費 は １ ０ ０ 億 円を 超 え る と 試 算 さ れ 、 ト ンネ ル 本 体 着 手 へ の 大 き な 課題 に な っ て い ま し た 。　
両 側 の 取 付 道 に 着 手 し た

後 も 、 ト ン ネ ル 部 の 事 業 費を 縮 減 す る た め の 検 討 は 続け ら れ て い ま し た 。 こ れ を打 開 し た の が 、 石 岡 市 と 桜川 市 に よ る 合 併 特 例 債 と 県

の 支 援 事 業 （ 前 掲 ） を 活 用し た ト ン ネ ル 着 手 で し た 。　
道 路 建 設 課 長 で あ っ た 令

和 元 年 度 に は 、 両 市 か ら 受託 し た ２ 本 の （ 仮 称 ） 上 曽ト ン ネ ル 本 体 工 事 の 発 注 にか か る こ と と な り ま し た 。同 年 度 内 に 本 契 約 ま で 進 める こ と が 出 来 た ２ 本 の 工 事も 、 今 年 ７ 月 に は 貫 通 式 まで た ど り 着 き ま し た 。 計 画か ら

3 0年 以 上 掛 か り ま し た

が 、 上 曽 ト ン ネ ル は 間 違 いな く 開 通 に 向 け て 進 ん で いま す 。　
３ 本 の ト ン ネ ル に は 、 他

に も 紆 余 曲 折 が 数 多 く あ った と 思 い ま す 。 費 用 を 確 保す る た め 、 有 料 道 路 事 業 の検 討 な ど も 行 わ れ て き ま した 。 ま た 、 着 手 に は 大 き な判 断 も 伴 い ま す 。 た だ 、 それ ぞ れ の ト ン ネ ル が 開 通 や貫 通 に 至 れ た の は 、 先 輩 たち か ら 引 き 継 い だ 理 想 を 、い つ の 時 期 の 担 当 者 も 事 業化 に 向 け て 試 行 錯 誤 し 、 機を 待 っ て い て く れ た か ら だと 思 い ま す 。　
い つ の 日 か 、 後 輩 た ち か

ら 「 霞 ケ 浦 の ２ 橋 が い よ いよ 始 ま り ま す よ 」 と 聞 け る日 を 楽 し み に 待 ち た い と 思い ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑩

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

羽 成

　
英 臣 （ は な り

　
ひ で お み ）

１ ９ ６ ２ 年 ６ 月

1 8日 生 ま れ 。

6 1歳 。 入 庁 時 期 は

8 6年 で 、 河 川 課 に 配 属 と な っ た 。 そ の 後 、 道 路
建 設 課 長 、 水 戸 土 木 事 務 所 長 、 土 木 部 次 長 な どを 経 て 、 ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 に 定 年 を 迎 え た 。 現 在は 当 時 の 経 験 を 活 か し 、 茨 城 県 道 路 公 社 の 理 事長 を 務 め て い る 。

地 域 の 利 便 性 、  大 幅 に 向 上

先 輩 達 の 理 想 、  後 輩 へ 託 す

県 内 最 長 級 の上 曽 ト ン ネ ル

 難 所 解 消 し ル ー ト 決 定く な り 、 都 内 ま で １ 時 間 で行 け る よ う に な っ た 」  、  「 いち ご 団 地 の 販 売 所 に 観 光 客が 押 し 寄 せ て い て 、 日 曜 日に は 売 る イ チ ゴ が な く なる 」 な ど 、 多 く の 方 か ら 喜び の 声 を 聞 か せ て い た だ きま し た 。 こ の 時 、 ト ン ネ ルの パ ワ ー を 改 め て 感 じ ま した 。　
そ の 後 、 道 路 建 設 課 の 技

術 総 括 で あ っ た 平 成

2 7年 。

国 道 ４ ６ １ 号 の 水 府 里 美 拡幅 事 業 は 、 東 日 本 大 震 災 の復 興 関 連 事 業 に 採 択 さ れ たこ と で 進 捗 が 加 速 し 、 事 業区 間 ７ ・ ２ ㎞ の う ち 北 沢 峠区 間 約 ２ ・ ３ ㎞ 区 間 を 残 すの み と な っ て い ま し た が 、峠 を ど う 整 備 す る か は ま だ明 確 に 定 ま っ て い な い 状 況で し た 。　
澤 田 勝 土 木 部 総 括 技 監

（ 当 時 ） や 古 平 祐 次 道 路 建

ト ン ネ ル 整 備 に つ い て

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 土 木 部 次 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 羽 成 英 臣 氏×

の 峠 が 課 題 と な っ て お り まし た 。 朝 日 峠 と 上 曽 峠 で

　
今 回 は ト ン ネ ル の お 話 で す 。 色 々 な 調 査 や ル ー ト

の 選 定 、 事 業 に む け て の 調 整 、 高 度 な 技 術 が 必 要 な本 体 工 事 。 ど れ も 大 変 な 作 業 で す が 、 ト ン ネ ル が 完成 す る と 、  そ の 効 果 は 非 常 に 大 き い も の が あ り ま す 。当 然 、 路 面 凍 結 に よ る 交 通 止 め は 無 く な り 、 地 域 の利 便 性 は 大 幅 に 向 上 し ま す 。 年 の 瀬 と な り ま し た 。道 路 建 設 課 編 は 、 こ の ト ン ネ ル の 話 で 締 め く く り たい と 思 い ま す 。

�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

道 路 と し て 重 点 整 備 し て きた 国 道 ４ ６ １ 号 が 、 臨 海 部の 国 道 ６ 号 か ら 大 子 町 の 国道 １ １ ８ 号 ま で ２ 車 線 の 道路 で 、 つ い に 結 ば れ た の です 。  地 域 の 生 活 道 路 と し て 、ま た 観 光 道 路 と し て 大 い に利 用 さ れ る こ と で し ょ う 。　
ト ン ネ ル は 、 整 備 す る の

は 大 変 で す が 、 完 成 す る と大 い に 役 に た っ て く れ る ので す 。

　
守 谷 市 は 公 共 工 事 発 注 見

通 し を 更 新 し た 。 総 数 は

1 4

件 。 追 加 と な っ た の は 上 下水 道 課 の 「 Ｒ ５ 市 公 下 第 ３号 工 事 」 で 第 ４ 四 半 期 に 発注 す る 予 定 。 発 注 時 期 な どが 変 更 と な っ た の は ８ 件 。そ の ほ か 保 健 セ ン タ ー 駐 車　
ひ た ち な か 市 は 、 新 た に

市 道 ５ ６ ３ 号 線 を 整 備 する 。 場 所 は 高 場 陸 橋 高 架 下で 、 常 磐 線 に 並 行 す る 形 で整 備 を 進 め る 。 来 年 ２ 月 ごろ 、 一 般 競 争 入 札 で の 発 注を 見 込 ん で い る 。　
延 長

6 7ｍ に つ い て 、 幅 員

６ ｍ で 整 備 を 行 っ て い く 見 　
冒 頭 、 小 林 支 部 長 は 「 管

内 は 事 業 量 が 多 い 分 、 意 見

Ｕ φ ２ ０ ０ （ Ｌ

6 1ｍ ）  、 消

火 栓 １ 基 、 空 気 弁 １ 基　
■ Ｒ ５ 舗 装 復 旧 第 １ 号 工

事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事 ② 本 町地 内 ③ ３ カ 月 ④ 第 ４ 四 半 期⑤ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工 Ａ １０ ８ ０ ㎡　
■ Ｒ ４ 舗 装 復 旧 第 ２ 号 ・

Ｒ ５ 舗 装 復 旧 第 ３ 号 合 併 工事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事 ② 立 沢地 内 ③ ３ カ 月 ④ 第 ４ 四 半 期⑤ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工 Ａ ４２ ０ ㎡　
■ 令 和 ５ 年 度 国 補 道 路 改

良 第 ３ 号 工 事 ＝ ① 土 木 一 式工 事 ② 立 沢 地 内 ③ ３ カ 月 ④第 ４ 四 半 期 ⑤ 歩 道 拡 幅 延 長　
独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機

構 東 日 本 都 市 再 生 本 部 は 、龍 ケ 崎 市 の 龍 ヶ 岡 地 区 城 ノ内 ４ 丁 目 で 宅 地 の 補 修 設 計を 実 施 し て い る 。 業 務 は ㈱ア サ ノ 大 成 基 礎 エ ン ジ ニ アリ ン グ に 委 託 し て い る 。　
同 業 務 は 、 城 ノ 内 ４ 丁 目

地 内 に お い て 発 生 し た 宅 盤の 沈 下 現 象 に つ い て 、 原 因と な る 異 物 を 除 去 し 、 今 後沈 下 等 が 生 じ な い よ う に する た め の も の 。 さ ら に 、 沈下 し た 建 物 基 礎 を 復 元 す るた め の 適 切 な 対 策 工 法 を 立案 し 、 対 策 工 事 を 実 施 す るた め の 設 計 図 書 等 適 正 な 成果 を 得 る こ と が 目 的 。 だ き 感 謝 申 し 上 げ る 」 と 建設 業 者 へ 感 謝 の 言 葉 を 寄 せた 。 ま た 、  「 建 設 業 の 担 い手 の 育 成 ・ 確 保 は 県 と し て

場 整 備 工 事 や ４ 件 の 道 路 改良 工 事 が と り や め と な った 。　
主 な 内 容 は 次 の と お り

（ ■ 件 名 ＝ ① 種 別 ② 場 所 ③工 期 ④ 発 注 時 期 ⑤ 概 要 ）  。　
［ 追 加 ］

　
■ Ｒ ５ 市 公 下 第 ３ 号 工 事

＝ ① 土 木 一 式 工 事 ② 小 山 地内 ③ ３ カ 月 ④ 第 ４ 四 半 期 ⑤Ｖ Ｕ ２ ０ ０ （ Ｌ

1 1ｍ ）  、 Ｖ

Ｕ １ ５ ０ （ Ｌ

4 6ｍ ）  、 マ ン

ホ ー ル 築 造 工 ２ 基 、 小 口 径人 孔 築 造 工 １ 基　 ［ 変 更 ］　
■ Ｒ ５ 国 補 公 下 第 ２ 号 工

事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事 ② 市 内③ ３ カ 月 ④ 第 ４ 四 半 期 ⑤ 人孔 鉄 蓋 交 換

5 0基 （ 汚 水 ）

　
■ Ｒ ５ 上 水 新 設 第 １ 号 ・

Ｒ ５ 市 公 下 第 ２ 号 合 併 工 事＝ ① 水 道 施 設 工 事 ② 本 町 地内 ③ ６ カ 月 ④ 第 ４ 四 半 期 ⑤Ｄ Ｉ Ｐ φ ３ ０ ０ （ Ｌ １ ２ ０ｍ ）

� 、 Ｐ Ｅ φ

7 5（ Ｌ １ １ ０

ｍ ）  、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 Ｖ込 み 。 工 期 は

7 0日 間 を 想 定

し て い る 。　
市 道 は 、 当 面 の 間 は 歩 行

者 と 自 転 車 の み が 通 行 可 能な 道 路 と す る と の こ と 。 整備 後 に 地 域 住 民 や 関 係 者 など と の 協 議 を 行 い 、 自 動 車の 通 行 に つ い て も 検 討 し てい く と い う 。 も 多 様 な も の が あ る 。 本 日は ぜ ひ 皆 さ ま と 忌 憚 の な い意 見 を 交 換 さ せ て い た だ きた い 。 本 年 度 も 残 り 少 な いが 安 全 管 理 に 気 を 引 き 締 めな が ら 頑 張 っ て ま い り たい 」 と あ い さ つ 。　
続 い て 、 大 森 所 長 は 「 建

設 業 の 皆 さ ま に は 災 害 時 の迅 速 な 応 急 活 動 な ど 、 地 域の 守 り 手 と し て ご 尽 力 い た

４ ０ ０ ｍ　
■ 令 和 ５ 年 度 道 路 改 良 第

７ 号 工 事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事② 松 前 台 地 内 外 ③ ３ カ 月 ④第 ４ 四 半 期 ⑤ 歩 道 段 差 解 消
1 0カ 所

　
■ 令 和 ５ 年 度 舗 装 修 繕 第1 0号 工 事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事

② 松 ケ 丘 地 内 ③ ３ カ 月 ④ 第４ 四 半 期 ⑤ 舗 装 版 打 換 え 延長 ２ ２ ０ ｍ　
■ 令 和 ５ 年 度 坂 町 清 水 線

整 備 工 事 ＝ ① 土 木 一 式 工 事② 本 町 地 内 ③ ３ カ 月 ④ 第 ４四 半 期 ⑤ 拡 幅 改 良 延 長 １ １０ ｍ 、 雨 水 管 整 備 延 長

6 5・

５ ｍ　
主 な 業 務 内 容 は 比 較 形 式

設 計 、 仮 設 構 造 物 設 計 、 付帯 構 造 物 設 計 、 発 注 図 書 作成 。 履 行 期 間 は ２ ０ ２ ４ 年３ 月

3 1日 ま で 。

も 重 要 な 課 題 と 考 え て いる 。 週 休 ２ 日 の 促 進 や 施 工時 期 の 平 準 化 、 Ｉ Ｃ Ｔ 施 工の 普 及 拡 大 な ど の 取 り 組 みを 通 し て 、 建 設 業 協 会 に おけ る 働 き 方 改 革 の 支 援 に 取り 組 ん で い く 所 存 」 と 述 べた 。　
土 浦 支 部 か ら の 要 望 事 項

は 次 の と お り 。　
■ 茨 城 県 土 木 工 事 書 類 標

準 ガ イ ド の 適用 に つ い て　
■ 残 土 の 搬

出 先 の 早 期 決定 に つ い て　
■ 単 品 ス ラ

イ ド 条 項 の 請求 と 設 計 変 更に つ い て　
■ 検 査 書 類

に つ い て　
■ 地 元 調 整

に つ い て　
■ 入 札 関 係

に つ い て　
■ 設 計 図 書

に つ い て　
■ そ の 他

▼ 参 加 者 が 活 発 に 意 見 を交 換 し た

　
県 土 浦 土 木 事 務 所 （ 大 森 満 所 長 ＝

写 真 右

）  、 流 域

下 水 道 事 務 所 （ 磯 野 健 寿 所 長 ）  、  県 南 水 道 事 務 所 （ 野中 伸 一 所 長 ）  は こ の ほ ど 、  県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部  （ 小林 伸 行 支 部 長 ＝

写 真 左

） と の 第 ２ 回 意 見 交 換 会 を 県

土 浦 土 木 事 務 所 会 議 室 で 開 催 し た 。 土 木 部 発 注 工 事の 取 り 組 み や 建 設 工 事 に お い て 配 置 す る 主 任 技 術 者の 要 件 の 追 加 な ど を 議 題 と し て 意 見 を 交 わ し た 。

茨 建 協 土 浦 支 部

設 計 変 更

な
　

　
ど
８ 事 項 要 望

意
　
見

交 換 会

土 浦 土 木 等 出 先 事 務 所

新 た に 市 道 ５ ６ ３ 号 線 整 備高 場 陸 橋 高 架 下

6 7ｍ

ひ た ち な か 市

道 路 改 良 等 4 件 は と り や め

公 下 工 事 等 8 件 が 変 更

守 谷 市 ／ 発 注 見 通 し
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